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1 はじめに 

近年，3.11 東北地方太平洋沖地震(東日本大震災)や

熊本地震などの大規模災害により，多くの死傷者がでてい

る．そして，首都東京においても首都直下型地震(東京湾

北部を震源と想定)が発生することが予想されている．その

ような大規模災害時において，医療従事者，医療器具など

の不足や病床のひっ迫による患者受け入れが難しい状況

において，負傷者の怪我のレベルによって優先度を決めな

ければ救える命も救えなくなってしまう．そこで，治療や搬

送の優先度を決める「トリアージ」を行う必要がある． 

本研究では，負傷者の治療や搬送の優先度を決める「ト

リアージ」に関するシステムについて考える． 

 

2 研究目的 

本研究目的は，『インフラが一時的に壊滅した状況にお

いて，災害現場の情報を患者とともに物理的に運ぶシステ

ムの実現』である[1]． 

近年，トリアージタッグの電子化の研究が進み携帯回線

や Wi-Fi を使った先行研究が進んでいる．大規模災害が

起きた際，固定インフラなどが巨大地震等により固定通信

網や携帯電話通信網のインフラが一時的に壊滅した状況

にて時間が命を助けられるかどうかに重要に関わる．その

際に現場の情報を患者とともに物理的に運ぶシステムが情

報伝達の一手法として有効になる[2]． 

 

3 研究課題 

1 つめの課題は，負傷者状況に加えて救助現場の状況

を音声付き動画情報にし，救急搬送の際に負傷者と一緒

に情報を物理的に運んでもらうことである[3]． 

2 つめの課題は，ミリ波帯近距離無線通信機能を使用し，

大容量の情報を瞬時に非接触で書き込むミリ波帯トリアー

ジタッグの実現をすることである． 

 

4 研究内容 

研究内容 1 として，先行文献の調査を行った．まだ画像

や音声などを使ったシステムはどこも研究段階であることが

判明した．また，スマートフォンのアプリケーションを用いて

動画情報の URL を作成し，RFID タッグに書き込みをした．

現在，別途スマートフォンに接続する USB メモリを用いて動

画情報を伝送し，データ量と伝送速度の測定を行っている． 

研究内容 2 として，患者の右手首にミリ波帯近距離超高

速大容量無線通信機器を備えた記憶素子をバンドとして

巻き付ける構成を調査している．記憶素子として RFID タッ

グを用いて Arduino UNO でプログラムを書き，URL やテキ

スト情報の書き替えが可能であることを実験により確認した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 URL 化した動画情報の読み取り 

 

 
図 2 Arduino によるタッグシステム構成例 

 

 

5 まとめ 

前例が少ないためミリ波帯トリアージタッグについて調査

し，現状のトリアージタッグの問題点と改善点を調べた．ま

た，RFID タグに簡単なシステムを書き込み読み取りしてみ

た．今後の課題としては，書き込むデータ量や内容の決定

と通信速度を測定することである． 
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